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高エネルギー物理実験
分野における精密で新
しい検出技術 
原子力施設での放射能
漏れ検査 
γ線の飛来方向・エ
ネルギーの同時同
定！ 
γ線検出（測定）技術 
（従来の測定方法） 
自走式γ線漏洩箇所検索ロボット？ 
従来の技術ではγ線
の飛来方向は同定で
きない 
漏れの箇所の同定！
蓄積情報 
新技術 
ロボットの目として
の機能 
ロボット制御技術 
 
○ これまでのγ線検出器では，γ線がどの方向から飛来したかという情報は得られなかった． 
○ 最近になりγ線天文学の要請からこのような飛来方向を高分解能で同定する検出器が開発され
てきているが，どれも大型で莫大な費用を投じたものとなっている． 
○ 本研究では，簡単な系でガンマ線の飛来方向とそのエネルギー・強度を同時に同定し，どこから
どういうエネルギーのγ線が放射されているのかを明らかにする新しい検出器を開発する． 
○ これが実用化されれば，原子力関連施設における放射能漏洩箇所の探索に有効に活用されるはず
である． 
 
シーズ 他分野技術 
Co-60 
あれ？左 45°の方
向から Co-60のγ線
が来ているぞ！ 
γ線 
γ線 
スコープ 
